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論 文 内 容 の 要 旨

〔目的〕

小 児ＩｇＡ 腎 症 の 進行 に か かわ る 糸 球 体 硬 化の 初 期

像 と し て 分 節 性 病 変カミ指 摘 さ れ て い る
．

こ の 病 変 は 係

蹄 内の 病変 が係蹄 外 に拡 大し形 成さ れる と考 えら れて

い る
．

そ こ で
，

分 節 性 病 変 の 形 成 に か か わ る 係 蹄 の 責

任 病変 を明 らか にする こ とを目 的と して， 分 節性 病変

の 構築 を三 次元 的に検 討 した．

〔方法〕

小 児ＩｇＡ 腎 症１５例遂８分 節 性病 変 を 対 象 と し て 連 続

切 片を 作製 し， 分 節性 病 変の構 築 を洗学 顕微 鏡で 観察

した．分節性 病変 を構 成す る係 蹄およ び管 外性 病変 は，

陳 旧度 順に 次のよ う に分 類さ れた． 係蹄 病変 は① 浸出

性 病変 を含 む管 内増 殖性 病変， ②メ サ ンギウム 細 胞増

殖
，

③ メ サ ン ギ ウ ム 基 質 硬 化 と し た
．

管 外 性 病 変 は 半

月 体に 淫目 し①細 胞性， ② 細胞 線維 性， ③線維 性 半月

体 と した． そして 各 半月体 に連 続す る癒 着部係 蹄 病変

を 観察 し， 半月体 の 陳旧化 に伴 う係 蹄構 築の 変化 につ

い て 検 討 した
．

〔結果〕

１
．

独 立 し た 複 数 の 分 節 性 病 変 を１０
．
４％ の 糸 球 体 に

認 め た
．

２
．

７５
．
０路 の 細 胞 性 半 月 体 は 管 内 増 殖 性 病 変 と 連 続

性 を も ち
，

分 節 性 病 変 の 癒 着 部 を 構 成 し て い た
．

こ の

う ちの８０，０％の分 節性 病 変は管 内増 殖性 病変 を唯 一の

係 蹄 病 変 と し て い た
．

３． 管外性 病変 が細 胞線 維性，線維 性半月 体 へと 陳旧

化 する のに 伴い， 癒着 部係 蹄病 変 は各種 病変カミ混 在し

て構 成さ れて いた． 各 病変 別の 出現頻 度 では， 管内 増

殖性 病 変カミ減 少 し硬化 性病 変カミ増 加 してい 花 が， 管 内

増 殖 性病 変 は な お３３．３％ の 線 維 性 半月 体 に 認 め ら れ

た
．

〔考察〕

分 節性 病変 を構 成す る様々 な 病変 の関わ り を把握 す

るた め， 糸球 体立 体構 築を 行い， 病 変の形 成過 程を 検

討 した． 分節 性病 変は， 管 内増 殖性 病変す なわ ち急 性

炎症 性変 化カ漕 内 から 管外 へ進 展し細 胞性 半月 体を 形

成 す る こ と に は じ ま る と 考 乏 ら れ た
．

さ ら に
，

分 節 性

病変 内 に繰り 返 し起こ る急 性炎症カミ， 分節 性病 変の 拡

大
，

進 展 を 促 す こ とカミ考 え ら れ た
．

〔緒論〕

分節性 病変 を形 成す る初 期病 変と して管 内増 殖性 病

変 は重要 であ り，
この 病変 の多 発， 反 復 が硬化 性変 化

へ の 進 展 を 促 す と 考 支 ら れ た
．
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論 文 審 査 の 要 旨

成 人 の ＩｇＡ 腎 症 で は メ サ ン ギ ウ ム の 硬 化カミ進 展 を 促 す と さ れ て い るカミ， 小 児 の ＩｇＡ 腎 症， 特 に 初 期 像 で は 糸

球 体係 蹄の 分節 性病 変カ種 要 であ ると の指 摘カミある．

本 研究 では， 腎生検 組織 の連 続切 片か ら分 節病 変の 三次元 的再 構築 を試 み， 病 変の 部位 と半月 体 の陳 旧度 か

ら責 任病変 の検 討 を行っ た． 小 児ＩｇＡ 腎 症に おける 初期 病変 と しては 管内 増 殖性病 変が 重要 で， この 多発， 反

復カミ分節性 病変 を形 成 し， 硬化 性病 変へ 進展す る こと を明 らかに し花． 小児ＩｇＡ 腎症カ 漁 床経 過だ はで なく 組

織 所 見 で も 成 人 と は 異 な る こ と を 明 らカ・に し た だ け で な く
， 腎 炎 の 進 展 を 考 え る 上 で 一 石 を 投 じ た

，
学 術 的 に

価 値 の あ る 論 文 で あ る
．

主論文公表誌

小 児ＩｇＡ 腎 症 にみ ら れ る 分節 性 病 変 の 構 築一 三 次

元 的立体 構築 から み花 分節 性病 変の形 成 と進展 過

程一

日 本 腎 臓 学 会 誌 第３６巻 第 ９ 号 ９７３－９８１頁

（平 成６ 年９月２５日 発行） 秋岡 祐子

副論文公表誌

１） 血 液透 析患 者に おける 徐 放性 バル プ回酸 ナ トリ

ウム の 有効 性の 検討一 血 中濃度 の変 化一． 透 析

会 誌 ２６（１１）：１６７７－１６８１ （１９９３） 秋 岡 祐 子
，

長

囲 道 夫
，

久 保 田 玲 子
，

武 囲 優 美 子，
伊 藤 克 己

，

泉 達郎

２） Ａｔ此 ωａｒ ｇ１ｏ㎜ｅｍ１ｉ
．

腎 と 透 析 ３７（１） ：

１９－２雀 （１９９４） 凶 口 裕
，

秋 岡 祐 子

３） 魑 吐発 作を 繰り返 し間歓期 に も ＳＩＡＤＨ を伴 う

重 度精 神遅 滞， 多 発 奇形 を呈 する １女児 例一 周

期 性 ＡＣＴＨ－ＡＤＲ 放 出 症 候 群 と の 異 同 を 中 心

に 一
．

脳 と 発 達 ２６（１）：４ 蝸 ９（１９９４）秋 岡 祐 子
，

粟 屋 豊， 池申 晴美， 福 山幸 夫

４） 高 ＩｇＥ， ＩｇＧ。血 症 を 伴 っ た４ｑ
一症 候 群（介 在 型 欠

失） の １ 例
．

東 女 医 大 誌 ６３（臨 増） ：

３８９－３９３（１９９３） 秋 岡 祐 子
，

泉 達 郎
，

福 山 幸 夫

５） 熱 性け いれ ん再 発予 防と しての ジア ゼパ ム坐 剤

の 使 絹 方 法 に つ い て
．

小 児 臨 ４５（１） ：

３３－３９ （１９９２） 秋 岡 祐 子
，

粟 屋 豊
，

池 中 晴 美
，

福山幸夫
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